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令和元年度 財政援助団体等監査報告書 

 

 

第１ 監査の概要 

１ 監査の種類 

市長から要求のあった地方自治法第 199 条第 7 項の規定に基づく財政援助 

  団体等監査 

２ 監査の対象 

（財政援助団体） 大垣市制 100 周年記念事業実行委員会 

（所 管 課） かがやきライフ推進部 まちづくり推進課 

３ 監査の期間 

令和元年 7 月 8 日から令和元年 9 月 20 日まで 

４ 対象事項 

平成 30 年度分の財政援助に係る出納その他の事務 

５ 監査の方法 

財政的援助等に係る出納その他事務の執行が適正かつ効率的に行われて 

いるかを主眼として、所管課から監査資料及び関係帳簿等の提出を求め、各

種規程や決算資料の確認、会計諸帳簿等との照合、関係者からの聴取等によ

り監査を行った。 

６ 監査の主な着眼点 

（財政援助団体） 

・補助金申請にかかる事務は、規則等に基づき適時に行われているか 

・処務規程等の関係規程は整備されているか 

・会計経理は適正に行われ、内部統制は機能しているか 

（所管課） 

・補助金の決定は法令等に適合し、手続きは適正に行われているか 

・補助金交付要綱は適正に整備されているか 

・補助金の履行状況及び効果について実績報告書等により確認されて 

いるか 
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第２ 監査対象団体の概要 
 

１ 設立年月日  平成 29 年 4 月 28 日  

※事業完了後、令和元年 6 月 27 日 解散 
 

２ 設立目的（大垣市制 100 周年記念事業実行委員会規約第 1 条及び第 2 条） 

  大垣市制 100 周年記念事業基本構想に基づき、市制 100 周年という節目を迎 

えることを喜び祝うため、市民が主体となって、大垣市制 100 周年記念事業の 

計画及び実施運営等を円滑に実施するため設立するもの。 
 

３ 記念事業の実績 

 
 (1) 実施期間 平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日  

(2) 区分及び事業数（実行委員会実施事業） 

 

 

 

 

 

区　分 事業数
① 式典・フレンドリー 4 オープニングセレモニー

フレンドリーシティ招聘

市制100周年記念式典

エンディングセレモニー

② 未来・子ども 3 大西卓哉宇宙飛行士講演会

みんなあつまれ！わんぱく親子体操

ざわざわ森のがんこちゃんショー

③ 文化・スポーツ 3 水の都大相撲大垣場所

おおがきっずスポーツフェスタ

航空自衛隊「中部航空音楽隊」演奏会

④ 地域活性化 3 出張！なんでも鑑定団in大垣

おおがき大パレード

（全国の大垣さん大集合!!ディズニーパレード）

NHKのど自慢

⑤ 市民協働 24 ギネス世界記録に挑戦

市民提案（17事業）

高校生提案（5事業）

記念料理製作

⑥ PR 1 広告宣伝（おおがきの歌合唱のつどい、

市制100周年記念サイト運営、ラッピング列車、

ラッピングバス等のPR経費）

合　計 38

事 業 名
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４ 組織                    ※ 平成 30 年 4 月 1 日現在 

 

（１）実行委員会（28 名）    （２）事務局 (7 名) 
 

会 長： 1 名        
副 会 長： 3 名        
参   与： 2 名        
実 行 委 員 長： 1 名 
実行副委員長： 4 名 
監 事： 2 名 
委   員：15 名 

 

組織図 

 

 

５ 補助金の概要 

 

実行委員会

会 長

副 会 長

参 与 （まちづくり推進課 （市制100周年記念

実 行 委 員 長 　市制100周年記念 　事業推進本部）

実 行 副委 員長 　事業推進室内）

監 事

委 員

庁内推進組織実行委員会事務局

大垣市制100周年記念事業補助金（実行委員会実施事業）            (単位：円）

№ 補 助 事 業 名 補 助 額

1 記念式典関連事業 3,200,000

2 開閉幕事業 4,590,000

3 フレンドリー都市招聘事業 5,050,525

4 JAXA夢の宇宙教育事業 1,594,830

5 みんなあつまれ！わんぱく親子体操事業 3,877,482

6 記念興行・公開収録事業 8,880,000

7 おおがき大パレード事業

　キャラクターパレード事業 5,000,000

　全国の大垣さん大集合事業 8,744,939

8 ギネスに挑戦事業 11,789,000

9 記念料理製作事業 0

10 市民団体等提案事業 10,929,901

　おおがきっずスポーツフェスタ事業

　市民提案事業・高校生提案事業

11 広告宣伝事業 22,830,240

合　計 86,486,917

(13,744,939)

(1,000,000)

(9,929,901)
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６ 収支決算（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

 

７ 各事業の参加者数 

 

   （単位：円）

予算額 決算額 差額

市補助金 86,500,000 86,486,917 △ 13,083

雑入（ピンバッジ、Tシャツ売上金等） 553,000 553,760 760

合　計 87,053,000 87,040,677 △ 12,323

   （単位：円）

予算額 決算額 差額

記念式典関連事業 3,200,000 3,200,000 0

開閉幕事業 4,590,000 4,590,000 0

フレンドリー都市招聘事業 5,051,000 5,050,525 △ 475

JAXA夢の宇宙教育事業 1,595,000 1,594,830 △ 170

みんなあつまれ！わんぱく親子体操事業 3,889,000 3,877,482 △ 11,518

記念興行・公開収録事業 8,880,000 8,880,000 0

おおがき大パレード事業 13,745,000 13,744,939 △ 61

　キャラクターパレード事業

　全国の大垣さん大集合事業

ギネスに挑戦事業 11,789,000 11,789,000 0

記念料理製作事業 0 0 0

市民団体等提案事業

　おおがきっずスポーツフェスタ事業 1,000,000 1,000,000 0

　市民提案事業・高校生提案事業 9,930,000 9,929,901 △ 99

広告宣伝事業 23,384,000 23,384,000 0

合　計 87,053,000 87,040,677 △ 12,323

科 目

 【収入の部】

 【支出の部】

補 助 事 業 名

                    　   　　　　　　   ※参加者数：イベント当日の参加人数 （単位：人）

№ 開催日 参加者数

1 オープニングセレモニー H30.4.1 600

2 フレンドリーシティ招聘 H30.5.9～15、10.5～8 100

3 市制100周年記念式典 H30.10.6 800

4 エンディングセレモニー H31.3.3 800

5 大西卓哉宇宙飛行士講演会 H30.8.3 1,000

6 みんなあつまれ！わんぱく親子体操 H30.12.2 601

7 ざわざわ森のがんこちゃんショー H30.12.23 1,492

8 水の都大相撲大垣場所 H30.7.29 3,200

9 おおがきっずスポーツフェスタ H30.7.30 200

10 航空自衛隊「中部航空音楽隊」演奏会 H30.9.23 1,483

11 出張！なんでも鑑定団in大垣 H30.9.9 1,400

12 おおがき大パレード（全国の大垣さん大集合!!ディズニーパレード） H30.10.6～10.7 300,000

13 NHKのど自慢 H30.11.4 1,200

14 ギネス世界記録に挑戦 H30.6.3 3,400

15 市民提案（17事業） H30.4.8～H30.12.2 13,193

16 高校生提案（5事業） H30.4.21～H30.12.22 1,240

17 記念料理製作 H30.4～H31.3 -

18 広告宣伝（おおがきの歌合唱のつどい） H30.7.7 300

331,009

※№16の1事業800人分は№3と重複のためカウントしていない

事 業 名

合　計
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第３ 監査の結果 

大垣市制 100周年記念事業実行委員会で行われた実施事業は、大垣市制 100

周年記念事業基本構想に基づき、「これまで」の歩みと「これから」をむすぶ

年と位置付け市民参加での祝祭が盛大に行われ、大垣の魅力を広く情報発信

し次代へとつなげるなど、十分な成果があげられたと認められる。 

補助金に係る出納その他の事務処理及び諸帳簿・関係書類ついては、おお

むね適正に処理されていると認められたものの、清算手続きにおいて通帳 

解約が解散後となったことや、市の補助金交付担当と実行委員会の経理事務

担当が同一であったことによりチェック体制が十分でなかったことなどが見

受けられた。 

なお、軽微な事項については、監査実施時に口頭で改善等を要望した。 

    

今後は、実行委員会が解散されているため、事務を引き継ぐかがやきライ 

フ推進部まちづくり推進課において、事務処理を含めた対応責任を果たされ 

たい。 

    

最後に、今後の団体の設立及び運営にあたり、事務処理の効率性・正確性 

  を高めるため各団体における経理基準を作成されるなど、適切な指導監督が 

行える体制の整備を望むところである。 

 

 

 

 


